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本でも 90 年前と 20 年前に生まれた男性は選択の幅が大きく異なることは言うま
でもないし、同じ 90 年前でも国によって選択肢は大きく異なった。クエーカーの
良心的兵役拒否など、「殺さない」ことを選択できる国も存在したのだ。そのよう
に「殺さない」選択をした人々は、国家にとって望まれない人々である。彼らへ
の扱いをみることで、国家に望まれてきた「男性性（男としてこうあるべき姿）」
が明らかになる。 
 弓削氏は冒頭で、「現在日本において『最も読まれている世界史』とされる W・
H・マクニールの著作」を取り上げ、「その世界史観の問題」である「ジェンダー
概念不在の世界史叙述」を批判する。一人一人が地球に帰属しているという意識
を持ちうる「地球市民」としての視点からの世界史が書かれるべきとし、そうし
て叙述された世界史が多くの人に読まれるべきとする。 
 表現が難しいが、それぞれの時代や地域の「そうあるべき姿」のみを叙述した
世界史ではなく、実際にそこに生きた人々の「実際にあった姿」もが叙述され、
多くの人々に読まれるべきということだろう。本書の中では唯一事例や事実の叙
述に留まらず、世界史叙述の方法にまで言及しており、歴史を学ぶものとして非 
書評 
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常に興味深い論考である。 
 
Ⅳ 
 弓削氏の述べるように、多くの人々に読まれることは大きな意味を持つ。過去
にこのような事実があったことをなるべく多くの人々に伝えること、そしてそれ
によって、より良い未来（例えば、戦争がない未来や格差のない未来）を作って
いくこと、それこそが歴史学を学ぶ意義として大きなものなのではないか。 
 2015 年の夏は、安保法案が可決されるにあたって、大規模なデモなどの反対運
動が広がった。評者も当初は、多数決で強行に定められてしまい、デモの意味も
ないのではないかと考えていた。しかし、この世界のこの場所でこのような問題
があるということをなるべく多くの人々に知ってもらうこと、できればその問題
の解決となることのできる人物（金や政治的権力を持つ人物）に知ってもらうこ
とこそがデモを行なう意味であるということを学び、考え方が変わった。 
多くの人々に知ってもらうことが大切であるという意味では、歴史学も女性史
も同じである。歴史学を学ぶ意味として「温故知新」はよく挙げられる言葉であ
るが、それは戦争の方法や王権が民を従わせる方法を一部の人々のみが学ぶので
はなく、なるべく多くの人々が平和に一生を終えられる世界を目指す方法を模索
するために学ぶのが、あるべき姿ではないかと考える。 
 より多く手に取ってもらうことを考えると、本書の装丁が地味であるのが残念
である。表紙をもっと目を引くデザインにすれば、読んでみようと考える人々が
増えるのではないか。また、冒頭に地図などを用意し、どの地域と時代を取り上
げて論じているのか、図示もあったら、全体を把握しやすそうである。更に、17
世紀以降に限定したような副題をつけるのが適切という印象も受けた。しかし、
自分の専門にこもりがちな研究を他分野の研究者に紹介する意味で、幅広いタイ
トルをつけることは有効である。内容も十分な専門性を兼ね備えており、有用な
一冊と考える。 
 
 
